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４月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪！」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

制作中の梶浦さん 梶浦さんの根付作品 「凛九」のメンバー

支や花鳥風月、家紋などさまざま。職人の粋な
遊び心も細工に施しています。
彫刻の美しさはもちろんですが、たくさん触

ってあめ色になることを「なれ」と言い、使い
込むことで価値が増すと言われています。

当事者として伝統工芸を発信したい
アナウンサー時代、東海３県の職人を紹介す

る番組の企画を通して、多くの伝統工芸が後継
者不足だと知りました。地域の宝が失われてい
くことに危機感を感じ、自分が当事者となって
発信していきたいと根付職人の世界に飛び込み
ました。若さに価値が置かれがちな女性アナウ
ンサーに対し、経験を積むほどに味わいが増す
職人の世界にも感銘を受けました。2010年に
師匠に弟子入りし、10年後に独り立ちしました。

異業種の女性職人らと「凛
り ん く

九」を結成
海外に目を向けた作品づくりを
職人は皆、作るものに誇りを持ち、日々研さ

んを積んでいるのですが、PRすることが苦手
です。そこで、中部地方の女性職人９人による
グループ「凛九」を2017年に結成しました。
職人の「凛」としたイメージや、異業種での「リ
ンク」などの意味を込めました。伝統工芸の魅
力を伝えるため、一人ではできない展示会の開
催や、コラボ商品の企画などで互いに刺激を受
け、助け合いながら活動しています。
モノを作るということは、想像や創造を生み

出す楽しさがあり、人生を豊かにしてくれます。
これからは、日本だけでなく海外にも目を向け
た作品づくりに挑戦していきたいです。

職人の粋な遊び心も細工に施す根付
根付は、和装で小物などを持ち歩く際に巾着

などのひもに取り付け、帯に提げるための留め
具として生まれました。中でも、「伊勢根付」は
伊勢参りのお土産として人気を博しました。
３、４センチほどの小さな彫り物で、題材は十二

伊勢根
ね

付
つ け

職人

梶浦 明日香さん

江戸時代から伝わる伝統工芸品「伊勢根付」。
手のひらサイズの工芸品は、精巧で緻密な職人
の技の結晶です。梶浦さんは、その美しさと匠
の技に惹

ひ

かれ、アナウンサーから根付職人へと
転身。注文生産をはじめ各地の展示会などへ出
品し、人気を集めています。また、中部地方の
女性職人らとグループを結成し、伝統工芸の魅
力を伝えるPRにも尽力しています。

→
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人権のひろば
毎月

22日は「人権
を確かめ合う日」です

人権・同和教育シリーズ

問 商業労政課（ TEL 354-8417　 FAX  354-8307）

３月16日（日）15時に北勢バイパスが開通
しました。今回の開通区間は市道日永八郷線
から国道477号バイパスまでの延長4.1km
です。
３月１日（土）に開催された開通プレイベン
ト「未来につづく北勢バイパス」には、私も
主催者として参加し、来場された皆さんとと
もに今回の開通をお祝いしてきました。
当日は、３月初旬とは思えないほどの暖か
な陽気に恵まれ、開通前の道路を歩くことが
できたほか、開通区間にできた「坂部トンネ
ル」の南西口をメイン会場に、ステージイベ

ントやキッチンカーの出店があり、家族連れ
をはじめ約１万5000人もの来場者で賑わいま
した。また、トンネル内部ではスーパーカー
やはたらく車の展示があり、私も童心に返っ
て楽しむことができました。
北勢バイパスは、将来的に鈴鹿四日市道路

に接続し、その先の中勢バイパスとつながる
ことで北勢地域の主要幹線道路の機能を強化
することになります。今後の早期整備に向け
て本市としても近隣市町と連携を図り、積極
的に国に働きかけていきます。

 未 来につづく北 勢バイパス開 通  

国の調査によると、24歳以下の失業率は
他世代に比べ高い状態が続いています。働く
意欲があっても行動を起こせない若者の背景
には、人間関係への悩みや就労への不安など
があります。外部に相談することをためらい、
本人や家族だけで解決しようとすると、社会
的に孤立する可能性があります。高齢化や人
手不足が深刻化する中、これからの社会を担
う若者への就労支援が大きな課題となってい
ます。
この課題解決のため、国は「地域若者サポ
ートステーション」事業で、15〜49歳の就
労・就学中でない人を対象に、就労から職場
定着までを支援しています。

本市にも「北勢地域若者サポートステーシ
ョン（ほくサポ）」（諏訪栄町３−４　星座ビ
ル２階）があり、キャリアコンサルタントや
臨床心理士など専門スキルを持ったスタッフ
との個別相談や、コミュニケーション講座、
ビジネスマナー講座、就活応援セミナーなど、
働くための支援を受けることができます。
若者が自分らしく働くための一歩を踏み出

すには、個人に合った支援や、寄り添って考
えてくれる人の存在が必要です。皆さんの身
近に悩んでいる人がいたら、「ほくサポ」へ
の相談を勧めてみてください。北勢地域若者
サポートステーション（☎：359−7280）

 自分らしく働きたい～若 者の就 労～  就活セミナー
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